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  出水期における大雨等に備えた災害対策の一層の強化について 
 

 

 このことについて、出水期における局地的大雨や集中豪雨に備え、下記項目について確認

いただき、人命の安全の保護を最重点とした災害対策に万全を期すようお願いします。 
 

記 
 

１．早期避難の重要性及び災害時にとるべき避難行動の徹底(別添参照) 

〇避難勧告等が発令されていない状況であっても、台風の規模・進路予想等により相当

量の雨量による河川水位の急激な上昇や建物への浸水などが見込まれる場合及び身

の危険を感じた場合には、これまでの経験や前例にとらわれることなく、躊躇せず速

やかに避難してください。 

また、警戒レベル３が発令された場合は、速やかに避難行動を開始してください。 

 

避難情報に関するガイドライン（令和 3年 5月 10 日公表） 

https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinanjouhou/r3_hinanjouhou_guideline/ 

 

 

２．被災対応に向けた事前準備   

〇１のとおり、利用者及び従業者の命を守るため、被災する前に避難することが最も 

重要ですが、利用者等の状況によっては施設内にて安全を確保することも考えられ 

ます。 

 〇その場合は、停電や断水等が発生した状況においても、施設内で最低限の生活がで

きるように事前に準備することが必要不可欠となります。各事業者において作成し

ている事業継続計画（ＢＣＰ）等に基づき、事前準備を徹底してください。 

 ○自家発電機などの非常用電源の確保は、これまでの自然災害においても必要資源で

あったことから、発災時の事業運営に必要となる非常用電源の確保に努めてくださ

い。 

 
＜確認例＞ 

【非常用発電設備の準備】 

・非常用発電機またはそれに代わるものを配備しているか。 

・停電時にすぐに対応できる体制（設置場所の確認、移動方法等）がとられているか。 

・停電時にすぐに使用できるように燃料が補充されているか。 
・停電解消まで長時間を要した場合でも対応できる程度の燃料を備蓄しているか。 

 



 

【備蓄食料及び水の準備、確認】 

     ・災害発生時（非常時）用の食料品（３日分以上の食料、水、他）を備蓄しているか。 

     ・緊急時においても混乱なく対応できるよう備蓄食料の利用手順等を定め、職員間で 

情報共有できているか。 

 

 

【浸水への対策】 

     ・浸水の恐れがある場合、利用者、従業者の避難エリア（階数等）を想定しているか。 

     ・浸水により故障する機器、車両等を高い位置に移動させているか。 

     ・土嚢等による浸水対策を検討しているか。 

【暴風への対策】 

     ・周辺に倒れそうな樹木や飛散しそうな物はないか。 

     ・シャッター等の対策をしているか。 

・ガラスが破損した場合に特に留意が必要な箇所の措置を取っているか。 

 

 

３．防災気象情報及び河川情報等の情報収集 

〇以下の情報の収集・職員間の伝達を徹底してください。 

 

・注意報・警報・特別警報等 

・危険度の高まりが５段階等で色分け表示された危険度分布等 

（土砂災害警戒判定メッシュ情報、流域雨量指数の予測値、大雨・洪水警報の危険度分布） 

・防災気象情報 

（土砂災害警戒情報、指定河川洪水予報、竜巻注意情報、台風情報等） 

・河川の水位、カメラ画像等の河川情報 
 

〇警報・注意報や様々な土砂災害警戒情報などの防災情報について、下記のホームペー

ジで提供されているので、災害の発生が見込まれる時には必ず最新の情報を確認する

とともに、避難等の判断や災害対応に適切に活用してください。 

 

 

 

 【防災わかやま】 

  https://bousai-wakayama.jp/dis_portal/index.html 

  【雨量水位情報、土砂災害情報】 

  （雨量レーダ、警報・注意報、洪水情報、土木メッシュ、河川監視カメラ等） 

  http://kasensabo02.pref.wakayama.lg.jp/mainMap.html 
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